
無料 教本代、資格試験受験料、
認証登録料を市が負担！

本巣市
防災士養成講座
2023.10.7　-8（土） 　　（日）

　  受講者の
声

まずは家族で何ができるかを話し合いました。

地域での取り組みにも関わっていきたい。

地域や学校での活動に協力を依頼された。

市外の友人から無料で地元開催はうらやましいと言われた。

会社が長期休業にならないためにも備えておきたい。

合格すると履歴書に書ける。

本巣市文殊324番地

申込方法

講座内容
講　師：岐阜大学髙木朗義氏･小山真紀氏　　
　　　　活躍中の防災士（昨年受講者含む）
講　目：防災士教本を構成する21講目のうち
　　　　12講目を1講目60分の講義・演習形
　　　　式で実施する。残り9講目はレポート
　　　　による履修とする。
演　習：災害図上訓練、マイタイムライン、
　　　　避難所運営

時　間・・・8:30～16:30
                    （受付/各種案内は8:10より）
会　場・・・本巣すこやかセンター
                   　2階　地域交流室
　　　　　　岐阜県本巣市文殊324番地

対　象・・・本巣市在住在勤在学者 　70名
　                  2日間の講座を受講し、防災士
　                  資格取得試験を受験できる方

試験対策・・試験が不安な方のため様々な
　　　　　　時間帯に事前勉強会を開催

このようなかたにおススメします！
　　自主防災組織の役員、消防団の団員、女性防火クラブ員、Jr防災リーダー（中学生）
　　資格取得したい高校生/大学生、防災協定事業所の職員

0581-34
-5034

FAX

☎ 0581-
34-5020本巣市役所総務課総務係にて受付中

申込期限 ：令和5年8月18日（金）

　　　　　　【先着順・中学生は別途】

（中学生15名中12名が合格）

実際の出題形式で事前勉強会を開催！
午後1～3時を2回午後6～8時を3回（途中入退場自由）

「バックウォーター現象」に関連する次の記

述のうち、正しいものはどれか。
①下水道のマンホールの蓋から逆流して甚大な被害をもたらす。

②大量の降雨によって本流の水位が上昇したため、支流の水が本

流に流れ込むことができず、逆流して氾濫する現象。

③バックウォーター現象が起きて氾濫浸水し、家具転倒によりマン

ションの最上階に住む男性が1人死亡した。

15

※2次募集することがあります



本巣市 防災士養成講座 受講申込書

申込日 令和 年 月 日

救命救急講習

開催場所：岐阜市消防本部 本巣消防署 本巣郡北方町加茂１丁目

受 講 料：無料

受講希望順位（１から４）を記入してください。

希望順位 開催日時 定員

令和５年 ９月１７日（日） 午前１０時から １５名

令和５年 ９月１７日（日） 午後 １時から １５名

令和５年 ９月２４日（日） 午後 １時から １５名

令和５年 ９月２４日（日） 午後 ３時から １５名

上記以外で救急救命講習を受講予定

すでに救急救命講習を受講し、修了証を持っている。

※定員の都合上、ご希望に添えない場合があります。

※事前にご自宅等でインターネットによる ラーニングを受講していただくことで座学が短縮

となり、当日の講習は１時間程度の予定です。

確認事項

以下の□にチェックをしてください。

□自宅学習により事前レポートを作成し、養成講座１日目の１０月７日（土）に提出します。

□防災士資格取得試験合格にむけて、受験日までに防災士教本による充分な事前学習を行います。

□防災士資格取得後は、氏名等、必要な個人情報を本巣市が作成する防災士名簿に掲載することに

同意します。

□防災士名簿の情報を市内の自治会や自主防災組織等へ提供することに同意します。

ふりがな

氏 名

住 所

〒

（住所が本巣市外の方は勤務先名もしくは在学校名）

携 帯

電話番号

自 宅

電話番号

生年月日
昭和 年 月 日

平成

メール

アドレス


